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移動する狩猟者と動物の身体

―北海道斜里町の狩猟実践を事例に―

加 賀 田 直 子

．はじめに

狩猟において「移動」は、動物と出会い、殺す、という場面に至るまでの重要な過程で

ある。現代の狩猟では、移動は自動車や徒歩などの手段によって行われる。本報告では、

狩猟において移動する際に狩猟者と動物の身体がどのような関係にあるのか、人類学者テ

ィム・インゴルドの移動に関する議論と、「アフェクト（情動）」を鍵とした身体の議論

を参照しながら北海道斜里町における狩猟実践の事例を検討する。

．移動と身体

人類学者ティム・インゴルドは移動に関して「徒歩旅行」と「輸送」という二つの様相

を提案した。インゴルドによると、徒歩旅行とは移動と知覚が親密につながっている状態

であり、すべてのいきものが地球に居住するための最も基本的な様式、動きそのものであ

る。一方で「輸送」とは、ある位置から別の位置へ横断して人や物資をその基本的な性質

が変化することのないように運搬することを意味する。輸送は、徒歩旅行にみられる移動

と知覚の親密なつながりの消失によって区別される インゴルド 2014:127-129 。この移
動と知覚の基盤となる身体について、本報告では、「アフェクト（情動）」という概念を

めぐる議論を参照する。「アフェクト（情動）」とはスピノザの「アフェクトゥス」に端

を発す概念であり、人間やものなどを含む様々な存在が身体を基盤に相互に作用・影響し

あう様態を表す。哲学者ジル・ドゥルーズと精神分析家のフェリックス・ガタリは、相互

に作用・影響しあうことの強度は内側からも外側からも到来し、個体が行動を起こす能力

を増大させたり減少させたりするとした ドゥルーズ・ガタリ 2010: 198-199 。これを彼
らは「生成変化」とよび、身体のあり方をアフェクトの総体として規定する。報告者は本

報告において以上のような視座から身体を周囲の環境と相互に影響を及ぼしあう動的なも

のとして捉え、北海道斜里町に在住の狩猟者たちの事例を検討する。

．現代の狩猟 ―斜里町の事例

調査を行った斜里町は人口 万人ほどの町であり、オホーツク海に面した知床半島の

基部に位置する。報告者は斜里町で狩猟を行う人々の狩猟に同行させていただくという形

で 2020年 6月から 2021年 3月、2021年 8月から 9月にかけてフィールドワークを行っ
た。獲物は有害駆除においては、農地の作物を荒らすエゾシカ、ヒグマであり、狩猟期は

狩猟が許される可猟区、主に山林で行われ、エゾシカ、ヒグマ、鴨などが主な獲物であ

る。狩猟の方法は銃猟がほとんどを占め、同行させていただいた狩猟は全て銃猟である。

調査対象である斜里町で狩猟を行う人々は 20代から 70代までの老若男女である。フィー
ルドワークでは主に 70代の地元出身ベテラン男性狩猟者 S氏と、移住して狩猟をはじめ
数年の 20〜30代の夫婦である K氏M氏の狩猟実践に同行した。
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現在斜里町で狩猟を行う人々の多くは移動に自動車を使用する。山林まで自動車で移動

し、そのまま山林の中まで進む場合もあれば、徒歩や、積雪時はスキーやかんじきを使用

する場合もある。70代の S氏は車で林道や農道を徐行しながら動物を探す。一方で 20〜
30代の狩猟者である K氏とM氏は身体感覚として土地や動物を理解することを重視し、
徒歩で移動を行う。動物に出会う可能性は低くとも、動物の足跡や痕跡をたどり、道なき

道を進んでいく。一方 S氏は 4月から 9月まで毎朝晩に農地の見回りに出かける。広大な
農地を朝晩 2〜4時間ほどずつ周り、自動車を運転しながら農地の様子や動物がいないか
どう注意を払う。動物の動きを把握するためには毎日見に行かなければならず、動物側も

人間の自動車の音や排気の匂いを知覚し記憶することで畑に出てこなくなるという。移動

において動物や人間が知覚するのは、視覚的な姿そのものというよりはむしろ足跡や糞、

匂いなどの痕跡である。また狩猟の際に知覚される音は動きそのものとして知覚される。

動物の足音、木々の揺れる音、耳が傾く音は動きそのものである。そして移動の際には

「待つ」行為も行われる。狩猟者たちは直近で被害の多い農地や、山林で待つ。時には鹿

のラッティングコールを模した鹿笛を使用する。身体の位置を固定させ知覚する世界は、

身体の位置を動かしながら知覚する世界とは異なるものである。

．狩猟において移動する身体

狩猟における移動の目的は動物と出会うことであり、動物の身体を探し、追いかける狩

猟者たちは常に周囲の世界に注意深く、変化に敏感にあらねばならない。狩猟において移

動は決められた一つの地点を目指す移動とは異なる。インゴルドの提唱する二つの移動の

様相に照らし合わせると、狩猟における移動はその手段に関係なく徒歩旅行的であるとい

える。一方で、そこには車という機械的手段と徒歩という身体的移動手段の差異が存在す

る。これはどちらかに優劣をつける議論ではない。自動車という仕切られた空間と身体で

直接的に知覚されることの多い徒歩という移動では、そこで生じるアフェクト（情動）の

差異があるのではないだろうか。

また狩猟実践において移動とは動物に出会うというその瞬間を「待つ」、動物という生

きる身体に出会うための働きかけであると考えられる。一見受動的に思われる身体を動か

さずに待つという行為も、その働きかけのひとつである。そこでのやり取りは必ずしも動

物を捕獲するという結果につながるとはいえず、動物も人間も生きる身体としてそこに存

在し、その姿を知覚しながら駆け引きが行われている。斜里町で狩猟を行う人々の猟場

は、彼らの生活の地続きの場所である農地や山林である。一度きりではなく長期的に、日

常的に移動するなかで、斜里町で狩猟を行う人々独自のアフェクト（情動）が形成されて

いると考えられる。
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日本のドラァグ・クイーンにおける身体とパフォーマンス 

―札幌市の事例を中心に― 
 

呉 納 馨 
 

．問題意識

ドラァグ・クイーンとは、本来、過剰な女装と派手なメイクを身に纏い、グラブやバー

などの場所を中心にパフォーマンスあるいはショーをするゲイやトランスジェンダーのこ

とである。ドラァグ・クイーン文化においては、クイーンたちが自らの身体やパフォーマ

ンスを積極的に利用して、必ずしも意図的ではなく伝統的な性別構造を問いただしたり転

覆したりしている（バトラー 1999）。それが、日本に流入してからは、日本社会の文脈
と結びついて変容が生まれたように見える。それならば、日本のドラァグ・クイーン文化

では、かれらが自分の身体をいかに認識して運用しているのか、舞台上と日常生活でのパ

フォーマンスがいかに相互に影響し合った上で行われているのか、かれらの身体とパフォ

ーマンスによってどのような意味が伝達されるのか、日本の文脈に依存した身体性、性別

規範や社会構造はどのようなもので、それがどのように含まれているのかといった疑問が

生じる。 
 
．先行研究

まず、構築主義的なアプローチをすれば、身体は周囲の世界によって形作られている。

また、ユクスキュルの「環世界」理論によれば、知覚世界（主体が知覚するものすべて）

と作用世界（主体が作用するものすべて）が連れだって環世界という一つの完結した全体

を作りあげているという。つまり、身体とその周囲の世界との関係は双方向である。ドラ

ァグ・クイーンのそれぞれのライフコース、生活形態、居場所はかれらのパフォーマンス

やドラァグ的な行為・身体に影響を与えていると思われる一方で、大袈裟な変装によっ

て、かれらの日常生活にも常にクイーンとしての面影があり、かれらの日常的な身体にも

「転覆」や「脱臼」な特徴が見られる。なお、このような身体が依存している周囲の世界

は、生物学的な側面以外も社会学的な側面からも読み取れる。すなわち、「身体として生

きざるをえない人間がある場所、人、モノとの係わり合いの中で活動する場」に展開して

いる、「異質な関係性や志向や行為の重層性・変容の過程を捉える」日常的実践の場とい

う（西井 2006: 2）社会空間において、かれらのそれぞれの身体は依存している環境のな
かで相互に影響し合ったり、外部によって何かの撼動、受け入れた運動、つまりアフェク

ト（西井・箭内 2020）が触発されたりしている。 
次に、「憑依」の角度からかれらの身体的感覚、経験を解釈できないだろうか。これま

での先行研究はほとんど、「ドラァグ・クイーンの身体は能動的である」という暗黙の前

提を持つが、「クイーンになる」ときは「別人になる・変身する」という「憑依」感覚を

もつクイーンは多い。このような「憑依」について、従来の憑依研究の焦点である「現に

行為する身体と、その主体の一致、不一致、二重性をいかに解釈するか、またその身体経

験がいかなるものであるかということ」に着目しながら、「憑依現象を憑依する身体とし
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5．状態性動詞＋「wa an a」の場合：その状態が発話時点まで続いていることを表わ
す。 

6．主体変化動詞＋「wa an a」の場合：漠然とした現在影響で最近の状態を表わす。 
7．客体変化動詞＋「wa an a」の場合：その変化の結果継続が発話現在において鮮明
に残っていることを表わす。 
 

特に、6は佐藤（2007）がいう「a」の「知覚不可能」と一致していた。これは「wa an 
a」と「a」は文脈によって同じ意味を表わす可能性があることを示唆している。本発表は
紙面の関係で、この意味中和現象に関する議論は今後の課題としたい。また、本発表は、

継続形式を「kor an」と「wa an」に限定して「a」と共起する場合の意味機能およびその
バリエーションについて指摘した。しかし、アイヌ語における継続と見なす形式「kane 
an」と「a」が共起する場合の意味機能については議論しなかった。この点についても今
後の課題としたい。 
 
謝辞： 
本研究は日本学術振興会科学研究費（研究活動スタート支援、課題名「中国語から見たアイヌ語

のアスペクト形式の意味機能」、課題番号：22K19983、研究代表者：馬長城）の助成を受けた。こ
の場を借りて感謝を申し上げたい。 
 
注：

*本発表は馬（2022）の一部から加筆修正を行ったものである。 
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2020 「アイヌ語における「完了」表現があらわす証拠性」『北方言語研究』10: 203-218. 
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17世紀蝦夷地に漂着した朝鮮人関連記録『漂舟録』と 

『李志恒漂海録』にみえる地名「石将浦」について 

シ ン ウ ォ ン ジ

年蝦夷地に 人の朝鮮人が漂着した。そのうち李志恒が述べた漂流の事情や帰国

までの経験は、『漂流録』と『李志恒漂海録』として残されている。両記録は、礼文島に

漂着して松前に至るまでの地名を漢字やハングルで記録している等、 世紀の北海道に

関する貴重な史料である。本発表では、両記録にみえる「石将浦」という地名について、

当時の地理認識及び発音の類似性に基づいて、熊石である可能性について考察した。

【本号「研究ノート」として掲載】

（しん・うぉんじ／国立アイヌ民族博物館）

学際的研究活動における知識の創造過程 

―北海道大学人間知×脳×AI研究教育センターにおけるフィールドワークから― 

 
池 原 優 斗 

 
．はじめに

本発表では、調査概要および本発表で調査の中で生まれた概念である「知識のアフォー

ダンス」(AK)の概要、方法論について述べた後、調査結果を報告する。最後に本研究の
文化人類学における位置づけを考察する。 

．調査概要・「知識のアフォーダンス」・方法論について

本研究は、哲学等の人文社会科学、神経科学、AIを中心に学際的・文理融合的な教
育・研究が行われている、北海道大学人間知・脳・AI 研究教育センター（CHAIN）をフ
ィールドとしている。本発表は 2022年 4月から 8月までの期間の調査を基にしている。 
本発表は AKという概念がフィールドの中で徐々に形作られていく経過を記述・分析す

るものである。学際的研究における知識の創造過程において、他分野の新しい知識を聞い

たときに、それが自分の考えている問題に対して「ぴったりと当てはまる感じ」を感じる

ことがある。AKは、それをジェームス・ギブソンが提唱した概念であるアフォーダンス
によって表すことができるのではないか、という発想に基づくものである。AKを用いて
考える場合、他分野の知識は、個体に対して、自分野の問題にぴったりと当てはまるとひ

らめくことを、アフォードするのである。

本調査は、調査者がフィールドの中で行う理論的考察とフィールドで得られたデータを

往還し、徐々に AKという言説がはっきりとしたものに形作られてゆく過程を含んでい
る。調査者自身による理論的考察から生まれた概念である AKのフィールドとの関わりを










